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本書は新潟県西蒲原郡巻町大字稲島に所在)する大沢遺跡の発掘調査概報である。

調査は角田山ろく地区一般農道整備事業，第２区第32号耕作道路舗J装工事に伴う事前ご調査

として，巻農地事｢務所の依頼をうけて巻町教育委員会が実施したものである。

現地調査ならびに室内整理作業は下記の期間に実施した。；

発掘調査;1989年７月10日～８月26日，室内整理:1989年８月29日～現在継続中

発掘』調J査の体制は次のとおり。

調査主体者戚遠藤六郎（巻２町教育委員会教育長）

調査担当者:前山精明（同社会教育課主事）

調査員〃r若月正光（新潟県考古学会々員）

調査作業員間佐’藤セツ（巻町伏部)，鈴木千枝子，藤田京子”藤田フヨ，本間一二ク

ー本間キン，本間フサ，J本間真由美、F本間洋子，本間芳子託本間良子，

渡辺トミ（巻町稲島）

事務局；富山靖之（巻町教育委員会社会教育課々長）

沢野慎一（同課係長)，田中久美（同課主査）

遺物整理，l図版作成ｊ本害執筆は前山精明が担当した。

現地調l査ならび本害作成にあたり次の諸氏より協力をえた。

山川史子と,:麿野耕造（新潟大学大学院生)，菅沼亘，石川里J枝ゥ土Ⅱ橋由理子，二ツ井明子

･(新潟大而学学生）

本書Ⅳ－３，大沢遺跡Ｂ･Ｂ'地区の石鍍出現率は『巻町史考J古資料編』（1991年刊行予

定）による。また，同地区石核・剥片類の黒曜石利用率は,ｉ新潟大J学考古学研究室小野昭

十助教授のご厚意により紹介させていただくものである。可

本ｉ書Ⅳ一４，炭化種子は斎藤而道春氏（新潟県立自然科学館)，Ｖは藤田英十忠氏（敬和学園

高校）の分析結果に基jづいている。花粉分析については『巻町史研究』Ⅵ（1990）掲載の
玄Ｊ～

藤田氏報告を参+照されたい。

剥片石器類の石質鑑定は小林巌雄氏【新:潟大学理学部）による。

出土品は巻町教育委員会が一括保管している。

発掘調査から本書作成にいたる間に，次の諸氏より御教示，御助言を賜った。
．．/

阿部芳郎，小野昭，栗島義明，桑野一幸,J～駒形敏朗,"高橋保，寺内範夫，橋本真紀夫，

藤巻正信,村田章人,山口栄一（敬称略,五十音順）
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Ｉ 遣跡概観

新潟平野の西縁に連なる弥彦・角田山塊の北端角田山（481ｍ,）は，平野に面した東麓に広

大な低丘陵や山裾平坦地を形成するｄ大沢遺跡は山麓の北東部ヅ巻町大字稲島字馬渡・諏訪・

明後沢地内に所在する縄文時代集落であるｄ

ｏ立地角田山の北東麓には沖積地を急斜面で画した段丘状平坦地が南北2.5伽にわたって展

開するｄ遺跡はそのほぼ中央部，大沢・ワゴ谷･明後沢に開析された２つの尾根上に立地する。

その広がりは東西600ｍ’南北30077zγ垂直分布にして60～30ｍの間に及び，弥彦・角田山塊の

縄文時代遺跡中最大規模を誇る。沖積地との比高は平坦地末端で20ｍあまりを測る６遺跡が広

がる２つの尾根は，地形等に基づき，北尾根低域の平坦地（Ｃ地区)，その高域緩斜面（Ａ地

区)，南尾根西部（Ｂ地区)，東へ向けて突出する尾根山先端部（Ｂ'地区）に区分されている。

●調査上記のような遺跡の広がりは，主として1970～71年に行われた柿団地造成工事に際し

縄文中・後期の遺物が大量に出土したことから明らかになった。以後本遺跡では，新潟大学考

古学研究室によるＢ地区ｐＢ'地区の発掘調卜査が1979年から計４次，1981年には静岡大学を中
一ｉｰ

心とする研究グループによる古環境復原調査がB'地区直下の沖積Ⅱ地で行われ，縄文中期を主

とする捨て場の検Ⅷ出や前期相j当層準における淡水域の形成確認などの成果をおさめた。また，

新潟大学考古学研究部による表面採集調査もなされており，本項末尾に主要文献を掲げる。
、‘．

●遺跡の構成Ⅱ緋第２図は柿団地の造成時やその後の調査でえられた知見に基づき，谷斜面に形

成された遺物包含層（捨て場と仮称する）の推定範囲を示したものである。現+時点で確認でき

た捨て場は，Ｉ大沢に面したＡ地区北斜面，Ⅱワゴ谷から沖『積地に面したＣ地区南～東斜面，

Ⅲ明後沢に面したＢ地I区南斜面である。これらはいずれも中期;前葉の遺物を多量に包含してお

り，土器形式の上≦では同時期とみなされる。捨て場相邑互の位置関係はそれぞれ10077z以上の隔

たりをもつ。またＩ。Ⅱの間には遺物空白地帯が存在したといわれ，ワゴ谷の南斜面でも中期

前葉土器は稀薄なようであった．捨て場分布にみられる以上のような在り方は，各々の廃棄ゾー

ンに対応する住居ブロックの存在を十分予測させるものである。各ブロックは捨て場相互の間

隔や空白地帯の存在からして独立した小集落をなす可能性がある。仮にこれらが同時に存在し

たとすれば，単一もしくは数軒の住居群が尾根や高度を異にし散在する様をイメージすること

もできよう。小規模集落集合体としての大沢遺跡像である。‘なお，今回の調査は捨て場Ｉに隣

接しＡ地区住居ゾーンの一角と予想される字馬渡2694番地２を対象としたものである。

●主要文献甘粕健ほか編（1981）『大沢遺跡一Ｂ′・Ｂ地区の調査概報』巻町・潟東村教育委員会

小野昭編（1982）『大沢遺跡．Ⅱ一第３次調査概報』新潟大学考古学研究室

〆新潟大学考古学研究部（1986）『FIELDＮ○TE』第４号
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第1図 角田山周辺の地形と遺跡
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大沢遺跡遠景(上堰潟東岸より撮影)

3 8 地区(左造成区域)と C地区(右山林区域)

5 8 地区からみた沖積地と新潟砂丘

← 

ー・血ーー，

2 ワゴ谷

4 8地区北斜面からみた8'地区(山林区域)

6 大沢北方からみた発掘地点 7 調査直前の発掘区(北方より撮影)

図版 1 遺跡景観(2-5 : 1971年4月婦影)
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第2図遺跡周辺の地形と採集遺物
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Ⅱ、微地形と層序

●微地形発掘区は北尾根高域部（Ａ地区）の標高48流域に位置する。大沢とワゴ谷の間に形

成された緩斜面の大沢寄りにあたり餌大沢の谷斜面とは発掘区北端で３ｍを隔てるだけである。

同地点における大沢との比高は20mを測り〆急傾斜をもって谷底へと下降する。尾根の縦走傾

斜の在り方をみると，本地区はほとんど平坦な西側尾根（50,域）が15％程度の斜度で下降す

る肩の部分にあたるため，基盤層上面地形や堆積土砂はいずれも下方へ向けて傾斜をみせる。

第３図中央にＶ層（基盤）上面地形を示すＯほとんど平坦な現地表面とは異なり，Ｅ－３．，－

３区に緩やかな尾根,Ｃ－５ｏＤ－５区とＢ－８・Ｂ－９区に凹地もしくは小規模な埋没谷が

確認された。Ｂ－１２区以南はすべて削平の形跡を認めるので，j尾根中央の高まりが存在したこ

とをうかがわせる。．

●層序計14か所の壁面で堆積層序を記録した。第３図には東西セクションを主に６面を示す。

左下は大別土器群の出現傾向で，Ⅲ層末尾の数字は20cmI単位の人工分層ナンバーを表わす。本

地区における基本層序は以下のＩ～Ｖ層である。

第１層柿団地造成後の客土・砕石層。バックホーで除去したため層序図には欠落する。

第Ⅱ層旧表土。黒褐色を呈し粘性。しまりに欠ける。最大40c伽の層厚をもつが，各区西側

の削平が顕著である。発掘区北部ではⅢ期土器群の主体的な包含が確認された。

第Ⅲ層Ⅱ～Ⅲ期の主要包含層で，削平をうけたＢ-12以南を除く全域に堆積する。壁面ご

とに多少様相を異にするが，ここでは最も厚い堆積を認めたＤ－５－１区の在り方を記す。同

地区における堆積厚は80cmを有し，Ⅲa～Ⅲeの５層に分層されたＯⅢａ（暗褐色粘質腐植土）

層は粘質土の小ブロックと軟|質土の混在層，Ⅲｂ（暗褐色腐植士）層は軟質土層である。Ⅲｃ

（暗褐色粘質腐植士）層以下は粘性に富んだち密な堆積土へと移行し，Ⅲc～Ⅲd層の間で多量

の皿期遺物が包含される。このうちⅢ．（黒褐色粘質腐植土）層はＣ－５．，－５区の谷部に

分布が限定されており，多量の炭化物片の含有を特徴とする。Ⅲｅ（茶褐色粘質腐T植土）層は

Ｖ層への漸移層である。以上の各層には量の多少はあるものの黄褐色岩石微粒子の混入を認め

るｄ混入量としてはⅢa層からⅢ｡層へ向かうにしたがい増加する傾向にある。

第JⅣ層灰黒色～黒褐色を呈し強い粘性をもった腐植土である。岩石粒子の混入は微量にと

どまる。本層は調査区北部とＢ－８･Ｂ－９区の谷部に分布域を形成する。前者は平均20ｃｍ程

度の層厚:をもつ。灰黒色を呈しＶ層との区分は明瞭である。主として１期土器群を包含する。

後者は谷部にのみ1伽程度の薄層として堆積する。前者にくらべ淡色化しておいＶ層内に多

量の指頭大ブロックを混入させる。遺物量は少ないが，Ｉ～Ⅱ期;土卜器を包含する。

第ｖ層黄褐色～赤褐色粘土層。無遺物層である。

５
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第3図 V層上函地形と堆積層序
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Ⅲ遺構と遺物分布

●遺構調査区北部の尾根周辺から住居杜２軒と土壌２基が検出された０２号住居の南に接す
』

る不整楕円形の落ちこみは，土層堆積の在り方から倒木痕と判断した。

１号住居（Ｉａ～Ｉｂ期）？調i査区北端からの検出。西壁，地床炉と３～４の主柱穴が確認

された。平面プランは楕円もしくは長方形，規模は4.577zX377z程度と推定される。尾根のい

くぶん下手に位置しており，主軸は等高線と同一方位をとる。地床炉の平面形は不整台形をな

す。最大長55”を測り，西側にのみ硬質焼土を認める。

２号住居（Ⅲb期）尾根中央に位置する。北壁の一部と西壁を検出したのみで，西壁南部

は倒木痕によって断ち切られる。平面プラン，全体規模とも不明であるが，大形住居の可能性

も考慮される。最大壁高は西壁中央で60cmIを測る。壁外周にみられるビット列は卵本住居の上

屋構造の在り方と関連し注意されるところである｡
．‘討〆

１号土壌（Ｉａ～Ｉｂ期）Ｔ楕円形をなす落ちこみで，平面90c郷X75c伽，深さ45Ｃｌ､を測る。

土層観察ラインが設定できなかったため，１号住居との先後関係は不明である。

２号土壌（Ｉｂ期）平面楕円形，深さ30”弱の皿状の落ちこみである。南北幅は1.1ｍを測

る。塘底および覆土内からＩｂ期土器群がまとまって検出された。

０遺物･分布主として土器の出土分布から発掘区内における空間利用の変遷を概観する。各時

期の遺物分布と土器出土量（口縁部集計個体数）の推移は第５図のとおりである０

１期Ｉa～ＩＣ期に細分される。このうち，Ｉａ期(前期最終末)の遺物は本遺跡初の検出で，現

時点では集落形成期の上限を示すものである｡細別各期の遺物分布に有意な差がみいだしがた

いため一括表示する。本時期の分布は調査区北半にほぼ限定されており，北端の１号住居や２

号土填周辺で中耐密度ゾーンを形成する。検出グリッド23区の平均出土個体数は5.0を記録する。

Ⅱ期全体的にみればＩ期と同様ｉ調査区北端に中心的な分布域を形成する。しかし，遺物

総量の増加（1.7倍）やL高密度グリッドの出現がみられ，分布域もしだいに南部へ拡大する傾

向を示す。

Ⅲ期ａ。ｂ２期に細分されるが一括表示する。本時期の土器個体数は115Oあまりを数え，

Ⅱ期とくらべ約６倍の増加をみせる。分布範囲もほぼ全域におよび，欠落グリッドは９区〔１４

％）を数えるのみである。本時期に至り，中心的な分布域は調査区中央の３～７列に移動する。

とくにＣ－５．Ｃ－６．，－５区ではⅢ｡層を中心に大量の遺物が検出されており，谷部を利

用した集中的な捨て場空間の形成を物語る。

Ⅳ期～Ⅵ期(遺物量は一転して激減し外調査区中央部に散発的な出土を認めるだけとなる。

各時期の検出士器量は，Ⅳ期８個体，Ｖ期７個体，Ⅵ期１個体を数えるのみである。．

７
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1号住居(南より撮影)

調査終7時の発掘区(北より撮影)

2号土壌(真上より撮影)

2号住居(北西より撮影J

倒木痕(南より撮影)

図版2 遺構と倒木痕
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C-5-1-4 1II層④ 捨て場下層(1II期ー102)

C-5-1 1II層① 捨て場下層(1II期一71)

C-6-2 1II層④ 捨て場下層(1II期-94)

C-5-2 1II層④ー捨て場下層(1II期-66)

C-6-1 1II層① 一捨て場下層(1II期 74) 

守A、曲一遺品市

C-5-4 1II層③ 捨て場上層(1II期ー78)

E-1-4 1II層①(1I期 64) F-1 -3 1I層(1II期-91)

図版3 土器の出土状態(括弧内は本書実測図番号を示す)

- 10一



町遺物

縄文土器(第 6 図 ・ 7 図・ 9 図~12図〉

調査区全体で1700個体(口縁部集計)あまりが検出された。うち86%.1492個体について所

属時期の特定が可能であった。大別時期の内訳は下記のとおりである。本項では主体を構成す

る I~m期土器群の概要と木目状撚糸文の原体について述べる。なお. 1 ~m期の先後関係に

ついては，発掘区北部の層位別集計結果(第3図)からも妥当性が検証された。

I期:前期最終末~中期前葉古段階 E期 :中期前葉中段階 E期 .中期前葉新段階

W期:中期中葉 V期:中期後葉 VI期 ・後期前葉

・I期(第6図)
北陸編年における朝日下層式から新保式E期までの聞に対比される土器群である。

*大別土器群(口縁部集計)

I 期 n~1l4

V期 n~7

日

圃 30-

図 10-29

図 1-9 

止=口

町草月
*復原土器
(ドット:捨て場下層)

圏 5-

図 1-4

tゴコ
*蓮華文施文土器

正ゴコ
*土偶

と二口
*磨石・敵石類

(スクリーン)
(ドット)

口

t二口 *土器個体数(口縁部集計)の変遜

「~~々ij n~l + 

sl[ [ [ [子、J己二日

第 5図 遺物分布と土器個体数の変遷
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Ａ在地系（１～３．５～18）当地域の主体をなすグループである。前・中期の線引きに

問題を残すが〆おおむね３段階の細分が可能であろう。

●Ｉａ期（１～３）浮線を文様要素とするグループで，図示の３点がすべてである。細片なが

ら１．３の浮線文貼付手法に北陸の朝日下層式（前期最終末）的な特徴を認める。

●Ｉｂ期（５～16）巻町豊原遺跡Ｖ群古段階（北陸編年新保式１期）に併行し，１期の主体を

占めるグループであるｄ実態としてはＩａ期と一部重複する可能性もあるが，型式学的な観点

に基づき本期を設定しておく。

本時期土器群は，ｊ基本的には豊原遺跡と類似した様相を示す。すなわち，内屈もしくは内湾

口縁の盛行，口縁部文様における斜行格子目文の多用（45％－以下Ｉｂ・ＩＣ期全体集計値)，

口端および口縁部文様帯区画隆帯上における縦位撚糸施文の卓越（62％）などである。その一

方で，口縁部文様に採用される縄側面圧痕ないし横位撚糸文（５～７．９）の割合が24％，口

端等の連続爪形文（７．１０．１１）施文率が27％の数値を示す点は大きな相違である。とくに後

者は豊原の３％（200個体のランダム抽出資料集計値）と著しい開きをもっており，北陸の新

保式との深い関わりを考慮すべき様相を示す。竹管集合沈線と横位縄施文を複合する７．９や，

口縁部文様帯の中で斜行格子目文と連続山形文が対をなす１０．１５なども本遺跡を特徴づける文

様パターンである。該期資料が大量に出土した豊原でこれらが欠落する点も留意する必要があ

ろう。~

●ＩＣ期（１７．１８）豊原Ｖ群新段階（北陸編年新保式Ⅱ期）に併行する時期である。資料数

が乏しいため具体的な様相は明らかでない。第７図64の浅鉢は出土層準や共伴土器に基づきⅡ

期としたが,口端形態からみると本期に属する可能性もある。

Ｂ東北北部系（４）４は１号住居床面より出土した円筒下層｡式(系土器で，在地系Ｉａ

期に併行:関係が求められる○口縁部の帯状文様は絡条体圧痕である。１

Ｃ関東。中部系（19～21）２０．２１は五領ケ台Ｉ式系土器である。豊原遺跡でえられた層

位的な知見にもとづけば矛前者は在地系Ｉｂ期，後者はＩＣ期に伴うものとみられる。１９は１号

住居床面から検出された有孔鍔付土器で，在地系Ｉａ期ないしＩｂ期に比定できる可能性が高

い。細片ながら現時点では新潟～北陸における上限を示す資料であるＯ

●Ⅱ期（第７図）

北陸編年における新保式Ⅲ期や徳前Ｃ期，厳照寺Ｉ式土器に対比され，当地では豊原Ⅵ群と

併行する土器群である。異系統とみなすべき資料は検出されなかった。

検出資料のおよそ３分の２（130点）を占めるのは，口縁部に設けた横位区画帯に各種文様

を充填するグループである。これらはおおむね，ａ彫刻蓮華F文（22～42)，ｂ三角形印刻文

(43～46)図ｃ縦位細線文（53)，ｄ六角形鋸歯文（４７．４８)，ｅ軌軸文（49～52)，ｆ細線内彫

1２

、



4 
その他

事口l

襲~2
i甑03

。 lOcm 

第6図 I期土器群

闘士領面

16 0 撚糸文
-爪形文
• iilJ目立

c号住居床面 4.19 2問底面 :8 10 ) 

1号住居覆土:12， 14， 15 2号土披覆土 5，9， 11， 16， 20} 
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去文（54）の６種に大別される。施文頻度としてはａの卓越（82％）を認め，他はｅの８％を

最高とするにとどまる。本グループの主体を占める彫刻蓮華文は,,細線施文の後へラによる三

角形彫去を複合させるものである。彫去部位により①正位（22～33)タ②逆位（34～38)，③正

逆交互（39)”④正逆共存（40～42）のバリエーションを認めるが，主体は①（73％）。②（２３

％）の２種で，後者の中には下段に①を配す資料（35.37）もみられる。細線の施文方向はタ

テが圧倒的に多く，①に斜位（25）や格子（31）が散見されるのみである。充填文様の別に関

わりなく，口縁文様下には無文帯を設けるケースが一般的なようである（２２．３５．４１．５０．５３

など)。充填文様帯以下が遣存する43点中31点にこれを認め，他は縦位沈線（32.33）の５点

が目だっ程度であるｄ本グループにみられる以上のような特徴は，出雲崎町タテ遺跡や近隣の

豊｢原などでも認める一般〃的な様相!であり，当地の実態を数量的に把握しうる好資料といえよう。

上記以外は量的なまとまりに欠けるグループである。とくに”豊原遣跡惨で彫刻蓮華文などと

共に主要グループを形成するⅥ群３類土器（第20図）が微量の出土にとどまることは注目すべ

き事実であるｄ本地区検出資料の中で同一と認定できる資料は口縁区画内に横位撚糸施文がな

された57一片のみで，強いてあげれば５５．５６．５９などに類似性が指摘できるにすぎない。角田

山麓には本時期に属する集落遺跡が他に２か所しられている。しかし本地区同様，類似資料は

ｌ～２点を認めるだけで，大沢遺跡Ｂ･Ｂ′・Ｃ地区報告資料の中にも該当例は皆無である。

さらに探索範囲を広げてみても，断片的な資料の出土が数遣跡で報じられるのみで（第20図)，

豊原Ⅵ群３類土器の特異』性を改めて認識させるものである。

●Ⅲ期（第９図～12図）

北陸編年における新崎式に対比される土器群である。一括資料の乏しい新潟県内海岸部では

最もまとまった資料として重要である。

Ａ在地系新旧に二分される可能性が高いが，先ず本時期土器群にみられる全般的な特徴

について概観する．構成器種は深鉢・鉢・浅鉢の三種である。後二者は好資料を欠くため深鉢

の特徴のみを記す。器体上半器形の基本はキヤリパーと外反形である。前者は，Ａ頚部から急

激に外反ｄ屈曲するもの（66など)，Ｂ立ち上りが緩やかなもの（74など)，Ｃくの字状をなす

もの（89）に大別され，Ｃは微量にとどまる｡体部はおおむね円筒形をなすが，底部が張り出
〃・

す可能性のある個体（68）も例外的に含まれる。多くの個１体が口縁部に４ないし２単位の小突

起をもつようで『明らかに平縁と認〈めるのは73のみである。少数ながら４単位の大波状をなす

個体もみられる（66.75.79.80)｡波状突起を連続させる71ほ~見して火焔型土器との類似

性を認める資料である。しかし本例以外に該当資料がないため，類似性の指摘にとどめる。

口縁文様は，無文帯の有無を問わなければ大略８種が確認できる。内訳は，ａ竹管平行沈線

十連続爪形文（66など)，ｂ横位竹管平行沈線のみ（82)，Ｃ横位区画内に（以下ｈまで同じ）

1５

･０



－１６

近隣の松郷屋遺跡とくらべ

目だって高い数値を示すよ

うである。Ｉ。Ⅱ期同様，

近隣遺跡間にみられる土器

様相の異なりが留意される。

鳥土器で，他に細片が３個

第８図Ⅲ期土器1群地区・層位別口縁部文様出現率 様相の異なりが留意される

Ｂ東北北部系（100）は捨て場下層より出土した円筒上層ｂ式系土器で，他に細片が３１

体分ある。図では判然としないが，隆帯上には撚糸文が施される。隆帯下文様は竹管刺突列。

縦位竹管沈線を充填（９１．９３．９４)，ｄ縦位刺突,ｅ粗大蓮華文（８３．８６)，ｆ縦位細線（84)，

ｇ竹管の先端刺突による真正な蓮華文（87～９０．９２)，ｈ格子目文（85）である。このうちｃ

は，体部突起にｅを併用する91の例からも蓮華状文の簡略形とみることができる。ｅにおける

細線方向は格子目をなすケース（83）が多く，ｈとの類縁j性を物語る。また，ａやｃの中には

突起下にのみｈを施す個体（７６．７７．９３）も存在する。体部文様は，縄文を地文とするグルー

プと縦位区画内に格子目沈線を充填するグループに二大別される。両者の具体的な数量比は提

示できないが，復原個体に基づくかぎり前者３対後者１程度の割合と予想される。体部文様が

単位をなす場合汎前者の多くは口縁単位と一致する。しかし後者の中には半単位のズレをもつ

資料（６６．６８．７１）が少なからず含まれており，文様描出原理の異なりを示唆している。

本期細分案を以下に示す。第８図は口縁部文様の分類別出現率を地区・層位ごとに比較した

もので，捨て場資料は準完形個体の集中出土をみた下層（Ⅲ層④およびⅢd層一括とりあげ資

料）と破片資料を主とする上層（Ｃ－５－２．４，，－５－１．３，，－６－２～４区Ⅲ層③

～②資料）を別個に集計した。

●Ⅲa期捨て場下層資料をもって本時期とする。第８図でみるかぎり，２号住居覆土や捨て

場上層資料との間に大差はないが，それらで安定的に出現する蓮華文の欠落を一つの特徴とす

る。蓮華文施文資料が捨て場下層の準完形個体群と分布域を異にする（第５図）ことも両者に

存在する若干の時間差をうかがわせるｏ本時期の編年的位置については，捨て場下層で共伴し

た五領ケ台Ⅱ式類似資料や格沢系土器，円筒上層ｂ式系土器が重要な指標となる。

●Ⅲb期捨て場上層資料や２号住居覆土出土資料をⅢb期とする。全体的な土器様相はⅢa期

に類するが，三島町千石原遺跡Ｉ群土器や長岡市山下遺跡の中期前葉資料を特徴づける諸要素

の存在が重視される。すなわち，①各種彫去文を伴う山形大波状口縁（80)，②異種原体併用

竹管沈線.(81)，③無文帯内模状刻目文（90)，④キャリパー器形Ｃ（89）の存在であり〆例示

した２遺跡では蓮華文もまた重要な構成要素となる。列記した５点のうち①～④は中期中葉へ

受け継がれる要素でもあり，本時期土器群の後出性を物語る。ちなみに，本地区Ⅲb期に

おける蓮華文の出現率は，

捨て場上層
、＝6３

捨て場下層
、＝5８

■
■
■
■

‐５

％ ０５０ ０１００１００５０５０５０１００５

ａ(自：突起下格子目沈線施文） ｂ Ｃ ． ｅ f、 ９ ｈ

２号住居覆土
ｈ＝5７ 翼畷i耀謹蝿蝿 蕊 鼠

、

： ； 蕊Ｉ



68A 

必]に

pヒ~

~ 
人誠一

E期土器群(1)(66-71:捨て場下層)

η
i
 

第9図



可
バ
グ
仏
)
一
寸

特一部
付

¢議官一一
bf
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第11図 E期土器群(3)(86・94・捨て場下限， 82-85・捨て湯上層，87・92:2号住居離土)
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C 東北南部系(101・103・104) 大木7b式系土器である。口縁部集計4個体の出土に

とどまった。 103は鋸歯状文が施され，本系列の中では古様相を認める資料である。 101は縄圧

痕と浮線が併用される。 104は大波状口縁の頂部を中心に幾可学隆帯を配し，波頂部や|盗帯の

上 ・裾に縄圧痕が加えられる。口縁部区画隆帯下のY字状垂下降帯も特徴的である。

D 関東・中部系 (96~99 ・ 102) 本系列とみられる資料は次の 3種である。①連続角押

文によって口縁部文様を描くグループ。捨て場下層出土の97も一部にこれを認めるので同類と

みなされる。 97・98は鋸歯状文を複合する例で，類似資料が他に3個体分ある。 96は五領ケ台

直後型式， 97・98は格沢系土器の範ちゅうで捉えておく。②捨て場下層出土の102が唯一の資

料である。器形 ・文様ともに五領ケ台llc式的な特徴をもつが，在地系土器の中に類似モチ ー

フ描出個体 (75)が存在することから本期の所産とした。隆帯上に東北的な要素を認める縄圧

痕が施されるので，異系統同居個体と考えられる。③2号住居覆土下部より出土した99のみで

ある。細片のため明確な位置つ、けは困難であるが，楕円形隆得に勝坂式的な要素がみられる 0

・木目状撚糸文

木白状撚糸文の原体構成の変化を層位的に確認するために，発掘区北部の 7グリッド(E-

1-2~4 ， E-2-2， . F- 1-1~ 3 区〉出土資料の検討を行った。判別できた原体は，

軸孔を中心とした縄の巻き方に基づく 5種である。原体の性状と施文状態については第13図右

を参照されたし、。なお II層およびE層①については出土数が乏しいため一括して集計した。

各層の主要構成土器は IV層が I 期， m層②が E期 m層①~ll層が ll~m期である(第 3 図

参照)。

結果を第13図に示す。原体別にみた出現率の在り方はA種と C1種が対称的な変選をみせて

おり，両者の使用頻度上の消長を物語る。 W層にみられるB1種の卓越はC1種に先行する現

象であるが， 以後班層②や班層①~ll層の間でも全〈変化しておらず， mJ冨② (ll期〉以降も

C1種と共に多用された原体と考えられる。

第13図下に比較資料として近隣の松郷屋と豊原の数値を示した。新潟~北陸でこれまでえら
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第13図 木目状撚糸文の原体構成
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れた知見によれば，Ｉ期においてはＢ１種，Ⅱ期においてはＣ１種を主とする傾向にあり，Ⅲ

期に至ると新潟にのみＣ1種のわずかな残存が知られている。松郷屋はⅡ～Ⅲ期を主体としな

がら１期土器群が付随する遺跡である。したがって,新潟~北陸の一般的傾向に照らしてみれ

ば，同遺跡Ⅱ期における原体組成の実態はＢ１種をしのぐＣｌ種の使用が予想され，本地区Ⅱ

期とはいささか異なる様相を示すものと考えられる。一方，豊原遺跡では１期からⅡ期へ移行

する過程において卓越原体がＢ１種からＣ１種へ急激に転換する現象が確認されており，Ｂ１

種の高率出現を認める本地区とはまた著しい異なりが指摘できるのである。Ｉ～Ⅲ期土器群に

みられる遺跡変差とあわせ注目すべき現象といえよう。

２土製品（第14図）

性格不明の資料を含め36点が検出された。内訳は土偶27点，耳飾Ⅱ類４点，球状土製品１点，

焼成粘土塊１点，異形土製品３点である。特徴的な資料を第14図に掲載する。5.15.19以外

はⅢ期の所産と考えられる。なお，土製円盤も確認されたが，本地区全般に土器の遣存状態が

不良なため存在を記すにとどめる。１７はⅢ期土器の顔面把手である。

●土偶（１～12）調査面積の割に多量の資料が出土したが，Ⅲ期土器群との間に有意な分布

差はみられなかった。部位別出土数は，頭部９点，体部12点体部～脚部４点，脚部４点である。

１～６は頭部資料｡１．６の破損面にはソケット状成形を認めるＯ中部高地的な顔だちをもっ

た５は顔面表現がなされた唯一の資料fである。Ｅ－３－３第Ⅱ層からの検出です中期中葉の所

産と考えられる。顔面表現欠落個体の中には装飾文様を有する資料もみられる。３．６は隆帯

貼付，４は細線施文がなされる例である。頭頂部の断面形は平坦もしくはゆるい皿状（１．２．

４）と皿状（３．５．６）の二者からなりヅ前者の中には全体形が笠状をなす資料（４）２点

が含まれる。両者の別に関わりなく，頂部に挟り（２．４）や孔（６）を施すものもみられる。

腹部はすべて顕著なふくらみを有するが,､沈線の有無や施文の在り方に若干のバラエティーを

みせる。８は接着を意図したものか一孔がうがたれる。脚部の作出は不顕著で，両脚が一体化

したり（１０．１２）欠落するケース（11）が一般的である。

●耳飾類（13～15）内訳は挟状耳飾（15）１点，滑車状耳飾（14）2点，栓状耳飾（13）１

点であるdl5は1号住居覆土Ⅳ層からの検出でうＩ～Ⅱ期に比定できる。
Ⅶ

●異形土製品(16.18.19）名称を付しがたい３点をこれとした。１９はＩ～Ⅱ期の所産と考
工Ｌ１ョ

えられる018は捨て場上層（Ⅲ層③ｐ②接合）からの出土である。模状刻目文の多用を特徴と

し，Ⅲ期土器I群の中でも新要素を具現した資料である。径の２分の１を遣存するが全体形は定

かでない。１９は完形品である。図示のような特異な形状をなし，平面に突起と穿孔，下面に孔

が施されるol6は一端を欠くが左右対称形をなすものと考えられるｄ中卜央の突起をはさみ一対

の玉抱き三叉文が施される。

－２２
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、第１表石製品'時期別出土数一覧

●個別器種の概要第15図～17図に代表的な資料を掲げる。掲載資料は，石嫉（１～42)，１石

匙（51～55)，スクレイパーー（56～58)，ピエス｡エスキーユ（59)，石錐（60)，打製石斧

(61）磨製石斧（62.63ハ磨製石斧未製品（64)，喋石錘十磨塩石ｂ敵石類（65.66)，砥石

(67～69)，磨石・敵石類i(70～77%石皿十砥石（78）である。

石繊は，基部形態に基づけば大別５種のバリエーションを認める。内訳は分類可能な98点中

92点までを凹卜基無茎鑑（１～36）が占め，L他は円茎無茎（37)，尖基（38.39)’平基有茎（40.

－２４－

３石器（第15図～17図）

１期～Ⅲ期土器群に伴い多量の石器類が検出された。製品の数量構成と形態的特徴，石核・

剥片類の石材組成についてのくる。

●石器組成（第１表）製品とみなした11器種239点はいずれも生産用具に該当するものであ

る。本地域の中期集落で出土が予想される器種を網らする内容となっており，当地区中期前葉

集落の石器様相を示す好資料といえる。これら一群の資料を最も特徴づけるのは，大量100点

率にして42％を占める石f族である。従来弥彦・角田山J周辺では〆巻町上ん原．御井戸，岩室村

青竜寺，弥彦村夷塚。蒲田といった後・晩期を主とする遺跡において多量の出土が確認されて

いた。一方，中#期段階における石錨量は総じて少なく，豊原遺跡Ⅱc層～Ｉ層（中期前葉～中

葉）で16点（８％)，大沢遣l跡Ｂ地区（中期全般）で14点（17％)，同Ｂ'地区（中期前葉主体）

で５点（７％）の出土をみたのみである。こうした傾向は前期の主要遺跡，布目．新谷・豊原

Ⅵ～Ⅳ層でも認める一般的な在り方でウ本地区出土石嫉量の特異性を示すものであるｑ磨石・

敵石類や砥石の多出現象は,近年調査かiなされた新谷｡布目（前期前葉）や豊原Ⅲ～Ｉ層（前

期後葉～中期中葉）でも確認されている６縄文集落全般に後者の出土が少ない点が気がかりで

はあるが’少なくとも当地の前・中期遺跡では通常の在り方と理解しておきたい。

大別時期ごとの内訳を第１表に示す。土器の出土傾向と同様；検出資料の大半はⅢ期に所属

する｡時期別にみると，Ⅲ期上層部で砥石の減少を認めるほかはおおむね安定した状態を保つ６

石錨出現率がいくぶん低いＩ～Ⅱ期については，Ⅲ期へ至る土器量と石錨･剥片類出土量の増

加率に有意な差異をみいだしがたいので，資料数の乏しさに起因する偶然の欠落と考えるべき

で;あろう。＃．

i事ii~遥連 石鑑 喋石錘
磨石。
敵石類
石皿 打製石斧 磨製石斧 石匙 スクレイノや一 石錐

ピエス､。

エスキーユ
砥石 ＴＯＴＡＬ

Ｉ～Ⅱ ６ ５ １ １ １ １ ６ 2１

Ⅱ～Ⅲ 1３ ２ ４ １ １ ２ １ ２ 2６

Ⅲ 4５ ５ 1７ ３ １ ２ ２ ２ 1 ２ 2０ 100

Ⅲ上部 3２ ６ 2２ ５ １ ２ 』１
夕

７ １ ２ ４ 8３

不明 ４ ３． 一 １ １ ９

ＴＯＴＡＬ ０ 1３ 5１ 霞1０ ２ ５ ６ 1２ ２ ５ 3３ 239
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41)，雁股嫉（42）を１～２点ずつ認めるだけである。側縁形態で目だったところでは，両側

縁もしくは一側縁を鋸歯状に加工する資料が凹基無茎J鑑に32点，尖基鍛に１点確認された。後

者（39）は基部にアスファルトの付着を認める唯一の資料でもあるが，Ⅲ層最上部出土のため

所属時期の特定は困難である。新潟県内ではⅢ期遺跡を中心にこの種の側縁加工をもった無茎

嫉の存在が知られている。しかし，３０％強を示す鋸歯縁加工率の評価に関しては，比較資料の

乏しさにより明確にしえないのが現状である。今後の資料増加に期待したい。

６点の出土をみた石匙は全て形態を異にする。このうち流紋岩を石材とする55は，いわゆる

大形粗製石匙に該当するものである。

磨製石斧は擦切溝をとどめる２点を図示した。６３はＩ～n期，６２はⅢ期の所産である。６４は

敵打技法による半製品で，片面刃部を中心に自然面を残す。製作工程資料の出土は本例のみで，

擦切石斧I製作関連資料は検出されなかった。

砥石の大多数は粗粒砂岩を石材とする。大半が扇平な形状をなし，機能面における溝状使用

痕は不顕著ないし皆無の個而体が多い。これらは新谷・豊原で大量出土をみた資料と石材ｂ形態

ともに酷似するものである。

磨石・鼓石類のうちｉ使用痕に基づく分類可能個体は39点を数える。うち過半の20点は平面

に磨耗痕のみを認める資料（70～73）である。使用J痕別では，平面磨Ⅱ耗率（87％）を除けば概

して低率にとどまり，平面敵打（いわゆる凹石）率の26％，側面鼓打率の21％が目につく程度

である。７８は唯一の完形石皿である。機能面は全点盤状をなす。

●石材組成石製品とともに大量の石核・剥片類が検出されたｄ弥彦・角田山塊における産出

の有無により卵遠隔地系と在地帯系に大別しておく。

遠隔地系石材は黒曜石のみであるｄ外観上大形石材（４３．４４）と玉砂利状石材（45～50）に

区分できるが，ここでは二者の存在を指摘するにとどめる。後述の３か所（29㎡）全体集計結

果によれば，黒曜石は242点，率にして49.5％の数値を示す。弥彦・角田山周辺における黒曜

石の利用は，前期?終末から後期後葉に至るまでの間で確認されている◎しかしず本地区に類し

た事例は過去大量の出土をみた重稲場遺跡群一重稲場。道上･上田の総称一（前期末葉）１例

だけで，これを除けば上ン原（後期主体）の３％から豊原Ⅱa～Ｉ層（中期前葉～中葉）の２４

％の範?囲内にとどまっている。時期を中期に限定しても，豊原で11％（中期全体集計)，本遺

跡Ｂ地区で９％，同Ｂ'地区で８％を記録するのみで，隣接地区や近隣集落との間にみられる

際だった利用格差が注目されるところである。また，－本地区の成立まもないＩ期の利用｣率（８０

％）が土器型式の上で一時期先行する重稲場遺跡群の数値(90％前後）に近い事実は，両者の

関連性を示唆する興味Ⅲ深い現象と考えられる。

在地系石材は,石英（水晶），メノー，チャート，鉄石英，流紋岩，頁岩，安山岩，泥岩な

－２８－



たりの黒曜石出土量（発掘区北部面積換算）

が２号住居（62点）と捨て場（79点）で似

た数値を示すこともこの裏づけとなろう。

Ⅲ期に至り石鍍出土量が急増することもま

たこれと符合する現象である。石鍍生産量

の急激な増大に伴う用材確保の必要性が在

地系石材の積極利用を促した大きな要因と

考えられる。

－２９

考えられるｏ 第18図地区･層位別石材出現率

４動・植物遣存体

多量の炭化材・炭化種子と微細な焼骨１片が検出された。分析が終了した大形炭化種子の同

定結果を報告する。

分析資料はＣ－５－１．３，Ｃ－６－１区に設けた南北セクションベルト（50ｃｍ幅）のⅢ。

層(捨て場下層）より採取された大形種子片869である。これらはⅢ｡層（最大厚20cmI）の全発

掘残土３２０９を搬入した後，５ミリメッシュふるいによる水洗選別を経て抽出したものである。

発掘時の観察所見によれば，多量のⅢ期土器群や炭化材・焼土粒子などと混在状態にあった。

分析資料のほとんどが破片化しているため，同定個体は少数にとどまった。内訳はオニグル

ミの堅果破片多数，クリの種子破片（？）６点，コナラ属の種子破片（？）１点，ヒシの刺針

３点である。オニグルミは温帯の山地～丘陵の沢沿い，クリは温帯下部～暖帯上部に分布し，

ヒシは池沼等の淡水域に生育する。

以上の同定遺体は構成種が単純で，いずれも可食堅果類と断定もしくは推定できるところか

ら，ナッツ採集における選択利用の一端を示す資料とも考えられる。また，３点の出土をみた

ヒシは，本遺跡Ｂ'地区直下の沖積面下で縄文前期相当層準における淡水化が確認されている

ので，集落下の旧沼地で採集されたと考えるのが妥当であろう。

ど多種・多様な内容からなる。このうちメノーとともに量的な主体を占める石英が剥片石器中

わずか３点にとどまることは，きわめてアンバランスな現象として留意されるものである。

第18図に地区・層位別の石材組成を示す。発掘区北部の層位別資料は石材組成の時期的な変

化，２号住居覆土と捨て場資料はⅢ期の様相を知りうるデータである。本地区における石材組

成はⅡ期。Ⅲ期の間を境に明確な変化をみせる。端的にいえば，黒曜石が大半を占めるＩ～Ⅱ

期の段階から在地系石材の割合が高まるⅢ期への移行である。この過程においてみられる黒曜

石出現率の低下現象は，一見在地系石材との定量「的な補完関係を示すかにみえる。しかし，発

掘区北部のⅡ層（Ⅲ期遺物包含層）において黒曜石の出土量がむしろ倍増していることからも，

その実態は黒曜石の供給量を上回る在地系石材の活発利用に求められるのである。単位面積あ
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Ｖ 花粉分析

●試料分析試卜料はＥ－１－２区西壁（１号住居祉）とＤ－５－１区東壁（捨て場）より採取

した計14サンプルである。このうちＥ－１－２区Ⅳ層下部の２試料は住居杜覆土に該当する。

Ｄ－５．－１区のⅢ｡層では準完形土器の集中廃棄がなされ，以後Ⅲc層上部に至るまでの間に多

量の土器が包含されていた。

●処理方法、各層ごとに採取した試料は100～2009を分析に供し，①10％水酸化カリウム処理

②塩化亜鉛溶液による有機物の分離，③沸化水素・アセトリシス処理，の順で処理を行った。

分離された花粉はグリセリンゼリーを用いスライド・カバーガラスに封入した。木本･草本の

花粉および胞子は100個体をカウントするのが一坪の量で，各プレパラート１００個体を検鏡同定

した。

ｏ花粉構成の時代的変化Ｆ花粉ダイアグラムを第19図に示すｂ２か所の壁から採取した分析花

､粉は共通性が多々 あり,i下位よりＡ・Ｂ・Ｃ。Ｄ帯に区分する。括孤内は堆積時期である。

ＬＡ帯（更新世）:木本９草木ともに花粉量が極端に少なく，ほとんどがゼンマイ類の胞子植

物岨で占められるｄｆＪ

Ｂ帯（縄文前期末～中;期前葉古段階）ユリ科またはヒガンバナ科と思われる花粉（図版４－

Ａ）の多産を特而徴とする。木本花粉はＡ帯同様少量である。低率ながらＥ－１－２区（１号住

居覆土）でソバ属s､p花粉（図版４－，）を認める。なおＤ－５－１区Ⅲd層（中期前葉新段階

堆積層）も本帯の様相を示す。

Ｃ帯（縄文中期前葉中段階～新段階）Ｂ帯の指標となったユリ・ヒガンバナ科は急激に減

少し，Ｄ－５－１区を中心に再びゼンマイ類を主とした胞子植物が主体を占めるに至る。木本

類は増加傾向にあり，次のＤ帯への移行過程をうかがわせるα

Ｄ帯（縄文中期前葉新段階~）Ｅ－１－２区のⅡ層（中期前葉新段階）を中心にヤマノイ

モ科（図版４－Ｂ）の多産がみられ，似た傾向がＤ－５－１区Ⅲa層（中期前葉新段階以降）

にも認められる。木本類はヒノキs､pを中心にマツ，サクラ,モクレンが増加し，山腹傾斜地

の特色を≦示す。

●遺跡と古植生今回の試料採取地は角田山の山腹斜面，標高にして48ｍを測る尾根上に位置

し，丘陵山林植生の指標となる木本類の検出が予想された。しかし,２か所14サンプルからえ

られた分J析結果は木本類が総じて:少なく，Ｄ帯でかろうじて山腹斜面的な植生の一端が示され

たにすぎない。これにかわって主体をなすのは，根菜類ともいえる３種の草本・胞子植物であ

る。それらはユリ・ヒガンバナ（Ｂ帯)，ゼンマイ（Ｃ帯)，ヤマノイモ（Ｄ帯）の順に明瞭な

遷移をとげる。
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ところで，試料を採取した 2地点は， ともに集落の中央部ないしは隣接部にあたる区域であ

る。したがって，各帯における草本 ・胞子植物の卓越は，人為的な裸地化によって生じた 2次

植生と考えるのが妥当であろう。遺跡形成期にあたるB帯-D帯は，土器の廃棄量にみられる

変選に照らせば次のような見方も可能となる。集落の成立まもない I期がB帯に，遺物量の加

速度的な増加をみせる E期-m期がC帯に，遺物量がピークに達しやがて急激な減少へむかう

E期-m期以降がD帯に，という推移である。 B帯からD帯へ至る目まぐるしい植生変化は，

大きな変動をみせる空間利用の在り方とも共通しており，そこに関与した何らかの人為的な要

因を考慮させる。
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Ⅵ結語

大沢遺跡Ａ地区の一角を対象とした今回の調査は，総面積100㎡たらずの小規模な発掘であっ

た。しかし，最大１ｍにおよぶ遺物包含層の堆積は当初の予想をはるかに上回り，抽出しえた

'情報も多角的かつ良質な内容であった。既述の項目の中から重要と思われる点をいくつか選び，

提起される問題Lや今後の課｣題を明確にしておきたい。

今回幸いにして前期最終末～中期初頭集落の一部が検出されたことは，大沢遺跡の成立背景

を考える上においていくつかの手がかりを提供してくれた。第１点は集落立地と石器組成の相

関性についてである。従来，角田山周+辺では前・中期遺跡の多くが現沖山積地にほど近い低域部

に立地し多量の喋石錘を伴うケースがみられる一方でウ丘陵・山地上を中心的な居住域とする

後期遣跡でそれらが皆無に等しい現象が知られていた。このような動きの中で，本遺跡はいち

速く山地上へ進出した先駆的な集落と位置づけられる。本地区からえられたＩ～Ⅱ期の石器群

は，数量的な制約はあるものの基本的には後｡期集落の石器組成と共通した様相を示しており，

遣跡立地との相関性を裏づける一つの補強資料となった。しかし，古環境との関わりについて

はいまだ具体的な検討を行う段階に至っておらず，現沖積面下における水域環境の復｢原が重要

な課題となる。第２点は大m沢遣跡Ａ地区構成集団の系譜についてである。Ⅳ一３で既述のとお

り，本地区における剥片石器の石材組成は角田山麓内で重稲場遺跡群（前期末葉一北陸編年真

脇式期主体）に唯一類似性を認める。今回検出された在地系土器Ia期や円筒下層ｄ式系土器は，

集落の出現時期が前期最終末（北陸編年朝日下層式期）まで湖ることを明らかにしたが,これ

によって重稲場遣+跡群の廃絶と本地区の成立は土器型式の上で連続性をもって継起することに

なった。両遣跡の関係を明確にするためにも，本地区成立期の確実な上限と土器様相を把握し

うる資料の充実が望まれる。

土器群の概要についてはⅣ一１でw既述のとおりである。この中で，Ｉ～Ⅲ期の土器様相が角

田山麓に所在する他の集落と各時期異なりをみせ，木目状撚糸文の使用原体の変遷にも同様の

現象がみられることを指摘した。比較対象とした松郷屋は本遺跡の３伽南，豊原は45ｈm南に

L位置し，ともに土器型式の上で連続性を認める遺跡である。上記のような現象に対する一つの
ｿﾞｰｰｰ一

寺説明は＆*遺跡間に微妙な時|間「差が存在する可能性，つまり移J動を想定する見方である。この場

合における移｡動範囲は,1遺跡立地や石器組成などにみられる相違に基づくかぎり角田山麓内で
』.←~.．

完結するとみるべきではなく，さらに一土器型式内における頻繁な移動を想定するならばきわ

めてご多岐におよぶケースを考える必要がある。しかし，豊原道跡で大量に出土したⅥ群３類土
や

J器が周辺地域一帯で皆無jに等しい現象（第20図）は重大な問題を提起する。確かに上記の解釈
’,T，-

は集落移動と同時に型式変化が生じた場合において成立可能ではある。だがそれ自体稀有なケー
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スと考えるべきで，むしろ同時にみいだせる土器製作集団の個性にも目を向ける必要があ･る。

このような観点から土器の異なりを素直に読みとれば，定住生活を営む中で生まれた集落間の

変差とみることもまた可能となる。少なくとも解釈の合理性からいえば，より自然な見方であ

り，あえて複雑な移動パターンを想定?する必然性は認めがたいのである。近年説かれるところ

の「集団移動論」にとっていささか不利な一事例として提示しておきたい。

Ⅳ－３で本地区石器群にみられる特異性を指摘した。その一つは，石核・剥片類の中に占め

る黒曜石の割合が近丘隣集落や本遺J跡隣接地区にくらべ際だった高さを示す事実である。先述の

ように,角田山周辺における黒曜Ⅱ石高利用遺跡は本地j区と重稲場遺跡群の２か所に限定される。

しかも両者は土器型式にみられる連続的な推移から同一集団に帰属する可能性も示された。こ
ｊ

のような特殊な状況をふまえればず黒曜石の入手に携わる特定集団が地域の中に存在し，特定

集落を中心とした石材流通関係が成立していた蓋然性は高く〆黒曜石の獲得と流通に関与した

本地区構成集団の中核亙的な役割が推I定できるのである。佐渡郡:真野『町吉l岡惣社裏遺跡や小木町

蟹長者ケ平遺跡（前期末葉～中し期後葉)「で利用が確認された信州産:黒曜石はまた’中継地にふさ

わしい地理条件をもった角田山麓遣跡群がその供給に何らかの形で関与した可能性も示唆して

いる６本地(区や重稲場遺跡群の石材産地同定を急務としたい。
向一ご‐、

石鍍多出現象の解釈も本地区構成集団の性格を考える上で重要な問題である｡他集落にくら
べ異常なまでの高さを示す出現率は，本地区における石鍍保有量の多さを物語る大きな指標と

なる。しかしｊ石鎌以外の生産用具i組成に遺跡間の有意な差はみいだしがたくヅ経済基盤の質

的異なりをここに想定することは適切でない｡各遣跡に存在する一定量の石核｡剥片類は,他

集落への供給を意Ⅱ図した石鍍の大量生産を否Ⅱ定的に導く要素である。また，シカの棲息分布か
一一ｆｊＬ～一

ら推測される集落間の非独占的領域占有関係や狩猟?活動自体のもつ食料獲Ⅱ得効率の低さからす

れば，本地区構成集団だけが狩猟活動に高い依存を置いたとみるのは短絡的な解釈といえよう。

この点に関しｩ黒曜石の獲得と流通にかかわる上記のような推定は,角田山麓の複数集落から

構成される集団卜狩猟の存在や，その編成にあたり本地区集｢団が担った主導的な役割を十分考慮

させるものである。角田山麓でこれまで入手しえた情報からこの問題を具体的に論じることは

困難であるが，千葉県貝ノ花貝塚におけるシカ・イノシシ遺体残存部位の分析は，動物遺体の

保存が良好な豊原遺跡が重要な鍵をにぎることを予想させる意味で重視される。豊原を含む複

数遺跡の面的調査をつうじ問1題の深化がはから'れるものと期j待される。鼎一

今回２か所で実施した花粉９分析できわめて特徴的な結果が提示された。特定の草本植物や胞

子植物が高い出現率をもって目まぐるしく遷移する現象であり,J各帯の卓越１種がユリ・ヒガン

パナ科（Ｂ帯)ヅゼンマイ属（Ｃ帯)ウヤマノイモ科（Ｄ帯）といった根茎類に該当することも

注目される。未特定種を含偲むためうすくてが食料資源として利用しえたかどうかは不明である。

3３
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， 

しかし.居住・廃棄ゾーン内に位置する試料採取地の特性からして人為的な働きかけが頻繁に

なされる条件下で生育していたことは間違いなく，何らかの利用を想定するのが自然な見方で

ある。同時期の豊原遺跡E層ではクリ属花粉の多産も確認されている。総じてこれらは「半栽

培段階」の概念に適合した在り方ともみられ，二次植生の利用を示唆する好事例と考えること

もできる。低率ながらB帯で出現するソパ属花粉の存在も留意される。しかし，具体的な評価

については種の特定や周辺試料の分析をつうじ慎重に検討してゆく必要があろう。

花粉分析で提起された問題に関連し，炭化種子の分析でもいくつかの知見がえられた。同定

された遺体は食料残誼とみられる 4種の堅果である。山腹や沢沿いに分布するオニグルミ・ク

リ・コナラ属の3種は東日本縄文集落の出土種子としては最もポピュラーな組み合わせで，本

遺跡においても重要な食料資源として大量に採集されていたものと推定される。反面，花粉出

現率の上でこれら 3種がきわめて低率にとどまる事実は，主たる採集地が集落から離れた山林

に求められることを教えてくれる。ヒシの出土は当時の活動領域が眼下の低湿地にも及んだこ

とを実証する貴重なデータとなった。また，集落周辺が裸地化されそこに生育する有用植物が

利用されていたとすれば，植物質食料の獲得に関わる 3つのゾーンが設定できる。今後は砂丘

地遺跡群等の散布地(第1図)を一体として捉えた活動領域の把握が重要課題となろう。
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